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	参加目的：
　RHMF2012では、世界各地にある強磁場施設の研究者が集まり、活発な議論が行われる。この場で、100 Tに至る超強磁場を用いた研究成果を発表し議論を行うことは、今後の研究を発展させていく上で大変重要である。

	会議の状況：
　RHMF2012での講演は単一の会場で行われるため、全てのオーラルセッションを聴講することができた。講演では、マグネットコイルの開発、強磁場下での測定技術開発、そして様々な物質への応用と幅広く議論が行われた。また、武漢にある強磁場施設の見学が設けられており、最新の設備を見学できた。

	成果概要：

　私が行ったポスター発表は、幾何学的フラストレート磁性体CdCr2O4の超強磁場下磁気光学吸収測定に関してである。この物質では、スピン−格子結合が重要な役割を果たし、多彩な磁気相が現れる。今回、磁気光学吸収に着目することによって、強磁性相直前に新たな磁気相があることを指摘した。従来の理論では、この相を説明することができず、高次のスピン−格子結合を考慮する必要がある。実験は、破壊型のシングルターンコイルを用いて行ったので、シングルターンコイルを所有するフランス・トゥールーズの強磁場研究施設の方々に発表を聞いていただき、シングルターンコイルの実験技術に関して議論をすることができた。
　また、会議中に国内及び国外の多くの研究者と交流を深めることができ、貴重な経験を積むことができた。


